
郵便ハガキに必要事項（氏名・加入者番号・年齢）をご記入のうえ、下記宛先までご応募ください。
尚、送付先住所は、ご加入にあたり登録されている住所になりますのでご注意ください。
住所変更の手続きをされていない組合員の方は、手続き終了後にご応募ください。

兵庫県民共済  オリジナル家計簿 2018
｢未来への連絡帳｣プレゼント

兵庫県民共済オリジナル家計簿「未来への連絡帳」を、今年は当選数を増やして、
組合員2,000名様にプレゼントします。
パソコンなどでデータ管理している方もたくさんいると思いますが、兵庫県民共済は
「手書きで残す」ことで通じるものがあると考えています。
今まで使っていた方も、「挑戦してみようかな」と思う方もぜひご応募ください。

※表紙デザインは2017年のもので、
　変更になる場合がございます。

当選者には、2017年10月下旬頃までに商品の発送をいたします。

2017年8月31日（木）必着応 募
締め切り

抽選で組合員
2,000名様に
プレゼント

《個人情報について》
ご応募に際してご記入いただく個人情報は当選のお知らせ、商品
の発送とお問い合わせの目的に限り利用させていただきます。

■ 応募先
〒651-2144　兵庫県神戸市西区小山三丁目2番1号
 兵庫県民共済
 「未来への連絡帳」 プレゼント係宛

■ 当選発表
厳正なる抽選のうえ、当選者を決定いたします。
当選の発表は、発送をもって代えさせていただきます。
抽選結果等のお問い合わせについては、一切お答えできません。

■ お問い合わせ先
兵庫県民共済生活協同組合　イベント事務局
TEL. 078-925-9344

【営業時間】 平日／午前9：00～午後5：00

ご応募はお一人様につき、郵便ハガキ1枚とさせていただきます。※兵庫県民共済の組合員様に限ります。

応 募 方 法

家計簿相談室
　これから先のことを考えて貯蓄をしたいという奥さまのお話ですが、Ｍ．Ｓさん
夫婦の支出で占めている割合が大きい項目は、住宅ローン、教育費、食費です。
　住宅ローンを借り換えして利息軽減効果がある目安としては、次の3つの条件を
満たす場合と言われています。①ローン残高が1,000万円以上ある②借入時より利
率が１％以上低くなっている③返済期間が10年以上ある、この3つを満たしていな
くても、利息軽減効果がある場合もあります。まずは現状把握をし、金利差だけで
なく借り換えの諸費用も含め、金融機関や住宅ローン比較サイトで情報を入手した
り、借り換えのシミュレーションをすることから始めるのはいかがでしょうか。
　次に教育費です。大学まで公立に通わせた場合でも1,000万円／1人を超える
教育費が必要です。短期間で準備できるものではないので、子どもの年代ごとに
いくら必要なのか計算してみてください。国から支給される児童手当は合計約
200万円で、これを学費に充てるのも一つです。教育方針は各家庭により様々です
が、幼稚園の費用が減る小学生の時が、貯蓄に充てるチャンスです。子どもの可能
性を探す気持ちはわかりますが、親の満足感のための習い事は整理しましょう。
　最後に食費です。食費は、一番削りやすい項目でもあります。食費の見直しをす
るコツは、外食の回数と金額をセーブすることと買った食材を全部使い切ること
です。使い切れずに残った食材は保存方法や料理方法を変えるなどちょっと手間
をかけることにより、無駄を無くすことができ、結果的に一番の節約になるので
す。最近話題になっている「ふるさと納税」をして、特産品などのお礼が家計の足
しになるかもしれません。「ふるさと納税」は都道府県、市区町村へ寄附をすること
です。詳しくは、総務省「ふるさと納税ポータルサイト」等でご確認ください。
　奥さまが言われるとおり、個人事業主には、ボーナスや退職金がありませんの
で、計画的に準備する必要があります。準備の方法はいろいろありますが、例え
ば、2017年から加入できる範囲が広がり、現役世代のほとんどが加入できる個人
型確定拠出年金( iDeCo )があります。公的年金の上乗せ年金制度の新たな選択
肢で、自分で老後資金を準備するものです。他にも個人事業主が事業を廃止した
ときや会社等の役員が退職した場合にそれまで積み立てた掛金を受け取ること
ができ、節税をしながら将来の生活資金を確保できる国がつくった「経営者の退
職金制度」があります。
　自営業で収入にバラつきがあるでしょうが、支出は収入に応じて上下させるの
ではなく、予算を決めてその範囲内で賄いましょう。支出を見直す時に、万が一の
保障などを再チェックして共済などで大切な保障を守り、保障と貯蓄の両輪で備
えていきましょう。支出を抑えることにより、Ｍ．Ｓさん夫婦の老後資金と子どもの
教育費の準備につながると思います。ご夫婦で相談の上、取り組んでください。

収入が増えても減っても
予算内に支出を抑えるのがコツ

アドバイザー
ファイナンシャルプランナー（CFP®認定者）
中村　先生

相談者　　M.S さん／伊丹市　36 歳 Ａ
Ｑ36歳主婦です。夫は自営業（飲

食店）で2人の子どもがいます。
収入は約42万円ですが月によりバラつき
があります。これから先、子どもの教育費
もかかってくるので、どうにか貯蓄をした
いと思っていますが、住宅ローンもあり、
なかなか余裕がありません。サラリーマン
と違い、ボーナスや退職金もありません
し、将来に備えるにはどのようにやりくり
をしたらよいでしょうか。

相談者
　　夫（自営業） ……………40歳　　　　
　　妻（主婦） ………………36歳　　　　
　　長女 ………………………6歳(幼稚園）
　　次女 ………………………4歳(幼稚園）

手取り収入
　　夫 …………………………420,000円／月

支出
　　住宅ローン(残り25年） 110,000円
　　食費  100,000円
　　水道光熱費 20,000円
　　新聞等  4,000円
　　通信費  9,000円
　　医療費  5,000円
　　日用品  10,000円
　　交際費  10,000円
　　小遣い(夫） 5,000円
　　小遣い(妻） 0円
　　生命共済他 4,000円
　　雑費  10,000円
　　教育費  100,000円
　　国民年金 33,000円
 計 420,000円　　
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みなさまに大変好評の
兵庫県民共済折込広告に
掲載している「ひょうごの駅」
の冊子を作成中です。
冊子は抽選でプレゼントできるよう、準備中です。

ただいま
作成して
います




